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1 は じ め に

宮城県の施設野菜栽培では,養分集積傾向にある圃場が

多数認められているが,現地の土壌養分と収量との関係は

明らかでない。そこで,県内のキュウリ半促成栽培の土壌

養分と出荷収量について調査し両者の関係を検討した。

2試 験 方 法

1993年に半促成栽培キュウリ (3月 上旬は種～ 7月 下旬

収穫終わり)の収穫終期の土壌を 0～ 15cmの深さで中日地

区52件 ,志波姫地区32件採取し,pH(H20),EC,硝 酸

態窒素,塩基交換容量 (CEC),交 換性塩基,塩基飽和度

を常法により測定した。収量は中田地区20件の出荷収量を

調査した。
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図 1 地区ごとの pH値の度数分布
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図 2 地区ごとの EC値の度数分布

なお,台木品種はプルームレス台木であった。

3 試験結果及び考察

(1)収穫期土壌の養分濃度の分布実態

中田地区は志波姫地区に比べて,ECと硝酸濃度がやや

高い範囲に,pHは低い範囲に分布する割合が高かった

(図 1,2,3)。

相馬りは,キ ュウリの生育収量に負の影響を及ぼす トル

オーグリン酸濃度は500mg/乾±100g前後であると報告し

ている。中田地区ではリン酸2∞mg/乾±100g以上の区分

の頻度は約85%であつた。分布の最も多い濃度範囲は,中

田地区は600～800m g/乾±100gで約37%,志波姫地区

は200～400og/乾±100gで約35%であつた (図 4)。 中田

地区は約20年程度,志波姫地区は約10年程度経過した産地
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図 3 地区ごとの硝酸態窒素濃度の度数分布
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地区ごとの トルオーグリン酸濃度の度数分布
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図 6 地区ごとの塩基飽和度の度数分布

であり,産地の古い中田地区でリン酸の蓄積した圃場が多

く認められた。

両地区とも塩基飽和度80%以上に分布した圃場が約98%
であったが,後述する収量の低下する塩基飽向度の上限140

%以上に分布する圃場は,中田地区で約25%,志波姫地区
で約45%であった (図 5,6)。

9)土壌の養分濃度と収量との関係
塩基飽和度と収量には負の相関が認められ,塩基飽和度
が140%を越えると収量が低下する傾向にあった (図 7)。

相馬の報告と同様にトルオーグリン酸濃度が500～600mg

/乾±100gを越えると,収量が低下する傾向にあった
(図 8)。

硝酸態窒素濃度が高いほど,収量が低下する傾向にあり,
50略 /乾±100g程度を上限と判断した (図 9)。 キュウリ
は栄養生長,生殖生長同時進行型野菜であること,収穫終

期の土壌硝酸態窒素10～ 20mg/乾±lClll gで 収量が低下 し

ていないことから,半促成栽培における栽培期間中の土壌

硝酸態窒素濃度10～ 20■g/乾 +100g程度を適正濃度と判
断した。

4 ま と め

両地区のキュウリ栽培では土壌の養分が蓄積し,収量低

下の要因になっていると判断した。中田地区の収量をもと

収穫終期の土壌の塩基飽和度と半促
成栽培キュウリの収量 (A地区)
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収穫終期の土壌の トルオーグリン酸濃度と

半促成栽培キュウリの収量 (A地区)
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図9 収穫終期の土壌の硝酸濃度と半促
成栽培キュウリの収量 (A地区)

に考察すると,キ ュウリ (半個成)栽培の土壌養分の上限
は,塩基飽和度で140%,可給態リン酸濃度は500嘔/乾土
100g,硝酸態窒素濃度は50嘔/乾±100g程度と考えられ,
栽培期間の硝酸態窒素の適正濃度の範囲は10～20嘔/乾土
llXl g程度である。
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